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最先端を走る若者が 

主人公になれるまち、 

市民みんなが 

温かく暮らしやすいまち 

花巻 Future クラフト 

～みんなの手で～ 

にぎわいと安心・自然を活かすまち 

互いに認め合い、思いやりのまち 

安心・安全！唯一無二！ 

いつまでも好かれるまち！ 

若者世代の視点から、「自分たちができること・ 
やってみたいこと」などを考えました！ 

※まちづくり総合計画とは？ 

花巻市をどのような「まち」にしていくのか、そのた

めにどんなことを実施していくのかを、体系的にまとめ

たものです。 

花巻市に住む人が「住んで良かった、住み続けたい」

と思えるよう、これからのまちづくり総合計画は、市民

やさまざまな団体などと協力し、みんなの力でつくりあ

げていくことが大切です。多くの方の声をまちづくりに

反映させていく、まちづくり総合計画にはそのような

大切な役割があります。 

 花巻市では、新たな「まちづくり総合計画※」の策定に向け

て、市民の皆さんと一緒に、市が目指すべき理想の姿や、その

ために必要な取り組みについて話し合いをするためのワーク

ショップを開催しました。 

 高校生から 22 歳までの方が参加する【若者部門】では、１

月 12 日に最終回を迎え、32 人の参加者のうち、23 人の方に

ご出席いただきました（うち２人はリモート参加）。 

 今回は最終回として、これまでのワークショップの内容を振

り返るとともに、「自分たちができること・やってみたいこと」

をテーマに、自分たちがこれからまちづくりに関わっていく具

体的なイメージを膨らませました。 

第３回ワークショップの流れ 

はじめに、これまでのワークシ

ョップで検討した内容をスラ

イドで振り返るとともに、前回

（第２回）でまとめた「戻って

来たい(住み続けたい)まちから

見えてきた将来の花巻市のあ

りたい姿」を確認しました。 

「戻ってきたくなる（住み続けた

い）花巻市」を実現するために、

「自分たちができること・やって

みたいこと」、「そのために行政や

大人に助けてほしいこと」などに

ついて一人ひとりのアイデアを

グループで共有しました。 

他のグループを自由に見て回り、

特に共感するアイデアにはシー

ルで意思表示。最後に、他のグル

ープではどのような意見があっ

たか、どの意見に共感が多かった

かをグループごとに振り返りま

した。 

 

ワークショップを終えて 

今回のワークショップは全３回の総まとめ。これまでの議論でイメージを形作ってきた「将来の花巻市のありた

い姿」を振り返り、そこへ向かっていくために自分なら何ができるかを考えました。若い世代の方々に、まちづく

りを「自分ごと」として捉えていただく機会になったと同時に、そのような皆さんの思いを、私たち大人はどのよ

うに応援していけばよいかなどを教えていただく場にもなりました。 

若い世代の方々の視点を取り入れ、その感性を活かしながら、新しい総合計画の策定作業を進めていきます。 

ご協力、大変ありがとうございました。 

令和５年１月１２日（木）18：00～19：30 

花巻市定住交流センター｜なはんプラザ 

第２次花巻市まちづくり総合計画 まちづくり市民ワークショップ（若者部門） 第３回 
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「将来の花巻市のありたい姿（第 2回検討）」と、その実現のために 

「自分たちができること・やってみたいこと」「行政や大人に助けてほしいこと」 

最終回！ 

自分たちができること・やってみたいこと 行政や大人に助けてほしいこと 

安全安心な環境があり、 

昔からあるものを大切にする 

にぎやかなまち 

若者の欲望が集まる自然といやしがあふれる
WinWin なまち！ 

イベント、伝統芸能が 
受け継がれるようなまち！ 

安全と施設の外観に配慮できるようなまち！ 

※一部抜粋 


